
令和5年１２月19日（火）午前10時より、

奈良県人権センター ２階 中研修室で行われました。

知事表彰（自立更生者）表彰者
後列左から
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森岡 諒 さん（香芝市）

知事表彰（更生援護功労者）表彰者
前列左から

阪口 貴子さん（奈良市）

威徳 和良さん（東吉野村）

おめでとうございます。

自立更生者・更生援護功労者表彰

一般社団法人全国手をつなぐ育成会連合会

会長表彰

一般社団法人奈良県手をつなぐ育成会の皆様におかれましては、障がいのある方のみならず、その

家族、支援者、地域住民など全ての人の主体性や多様性を尊重し、支え合い共に生きていく社会の実

現に向けて、多大なご尽力をいただいていることに深く敬意を表します。併せて、日頃より本協会へのご

支援、ご協力をいただいていることに深く感謝申し上げます。

さて令和６年１月１日、皆が希望に満ちた１年をスタートさせたまさにその時、奇しくも石川能登地方

に｢最大震度７｣の地震が発生しました。報道により、障がいのため普段と異なる環境で過ごすことが難

しく、避難を勧められても避難所に行けず、支援の手が届かず孤立している障がい者がいると伝わりま

した。また、たとえ避難所に入れても、コミュニケーション・意思疎通が難しいため支援者からの理解や

支援が得られず、困難な状況になるケースもあるという厳しい現実も突きつけられました。今回の災害

で、災害時に避難が難しかったり、意思のやりとりが難しかったり、環境の変化を受け止めるのが難しい

障がい者や高齢者をどのように支援すべきか、どのように体制を造るのかなど様々な課題が浮き彫り

になりました。災害発生時にあっても、災害関連死を未然に防止し、支援の手から誰一人取り残さない

ことが喫緊の課題です。そのためには、平時から、全ての人が全ての人を尊重し、多様性を認め合い、お

互いに支え合い協働すること、そして誰もが豊かに充実した生活を送るための、共生社会構築推進は

今後ますます必要といえるでしょう。

共生社会の構築。そのためには、一人一人の力を育てる特別支援教育、共に学び共に育つインクルー

シブ教育、多様性理解の進化・充実が必要です。学校のエンパワーメント、校長のリーダーシップ・役割

はますます重要となってくるでしょう。

文部科学省より令和５年３月に｢通常の学級に在籍する障害のある児童生徒への支援に関する検討

会議報告｣が出されました。報告書では、「校内支援体制の充実、通級による指導の充実」などが示さ

れ、各学校における支援の充実が強く求められているところです。学校においては、特別支援を必要と

する子どもたちが増加する中、インクルーシブ教育の推進、医療的ケアを必要とする子どもたちに対する

支援の充実、ＩＣＴの有効活用など様々な教育的ニーズがさらに高まっています。

今回の震災では、多くの課題が見えてきました。この現実を見つめ、特別支援教育の更なる充実と発

展、共生社会の実現に向けた確実な一歩が進むことを願っています。

本協会におきましては、今後も奈良県手をつなぐ育成会の皆様をはじめ、関係機関としっかりと連

携・協力し、自立と社会参加、共生社会の実現に向け、なお一層、特別支援教育の充実を目指してまい

ります。ご理解・ご協力をよろしくお願い致します。

終わりになりましたが、手をつなぐ育成会の皆様のご活躍、貴会のさらなる充実、発展を心より祈念

申し上げます。

｢共生社会の実現を目指して｣

奈良県特別支援学級及び通級指導教室

設置学校長協会 会長 杉田 美恵 氏

(天理市立柳本小学校長)
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令和6年1月28日の

第 8 回全国手をつなぐ

育成会連合会全国大会

愛媛大会式典にて広陵

町手をつなぐ育成会の

杉浦加代子さんが会長

表彰を受賞されました。

おめでとうございます。

啓発事業 新商品(2色ボールペン)のご案内

「この子らを世の光に」運動として、鉛筆・消しゴム等

の販売をさせていただいております。これまでの皆様

方のご協力に感謝申し上げます。

この度、ご要望のありました、

2色ボールペンを商品に

追加させて頂く運びとなり

ましたので、ご案内申し

上げます。

今後とも、引き続きよろ

しくお願い申し上げます。


